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ガバナーズレター

今月はロータリー財団月間に当たります。先月
号では、ロータリーにおけるターニングポイント
について述べていきました。今月はそれに関連し
たロータリー財団の歩みについて触れていきま
す。

１．国際ロータリーとロータリー財団について
まず、現在の国際ロータリーとロータリー財団
を比較してみましょう。

ロータリー財団の正式名称は「国際ロータリー
のロータリー財団」であり、ロータリー財団の活
動は国際ロータリーの方針に沿ったもので、独自
の活動をするということは決してありません。

次に、それぞれの資金面を比較してみると次に
なります。

財政面で見ると予算規模では、ロータリー財団
は国際ロータリーの約３倍を占めています。

国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブ会長、幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　矢　野　宗　司　（加古川中央）

1965年にはロータリー財団への年間寄付総額が
初めて100万ドルを超え、この年に研究グループ交
換プログラム（Group　Study　Exchange　通称
GSE）が開始されます。GSEは原則として異なる
二国間のロータリーの地区の間で、互いにロータ
リアンを団長とする専門職業人のチームを、通常
４週間派遣し合うものです。これが異なる地区に
よる国際的な人道的プロジェクトであるマッチン
グ・グラントの始まりです。
そして、1967年、発展途上地域への人道的奉仕活
動を提唱する世界社会奉仕委員会（WCS-World 
Community　Service）がエバンスRI会長によって勧
奨されると、多くの国際的な人道的プロジェクトが
遂行されることになります。
さらに、1978年、「保健、飢餓追放および人間性
尊重補助金」いわゆる3-Hプログラム（Health・
Hunger・Humanityの頭文字）が創設されます。そ
して、３-Hプロジェクトの第一号として、フィリピ
ンの600万人以上の子供にポリオ予防接種が実施さ
れます。これがロータリー財団における二つ目の
ターニングポイントになります。この時期、ロータ
リーは加盟国数が150を超え、会員数も80万人を突
破し、その規模の拡大と共に国際奉仕活動が中心と
なっていきます。ポリオ撲滅運動もその一環であり
ます。

３．2680地区におけるプロジェクトの実施
国際奉仕の活動が中心となる中で、当地区でも
様々な世界社会奉仕（WCS）活動が実施されまし
た。地区史をもとにこれまでの主なプロジェクト
を見ていきましょう。
・1969年　フィリピンのPRRM（農村復興運動）の援助
・1971年　ネパールでの岩村博士のPHD運動の援助

また、会費（人頭分担金）の使途の内訳並びに
ロータリー財団の支出は次になります。

このように会員の会費のほとんどは国際ロータ
リーの運営に使用され、会員の寄付から成るロー
タリー財団が奉仕プロジェクトを支えていること
になります。また、財団の支出の中ではポリオプ
ラスが40%を占めており、一番大きなウェイトを
占めています。
ロータリー財団について、批判的な論調があり
ますが、ロータリー財団の役割はあくまでも国際
ロータリーの「世界理解、親善、平和を推進す
る」という使命を達成できるようにすることであ
り、両者の理念は一体のものであります。

２．ロータリー財団の推移
1917年、アトランタ大会において、アーチ C. ク
ランフが「世界的な規模で慈善・教育・その他社
会奉仕の分野でより良いことをするために基金を
作ろう」と基金の提唱（ロータリー財団の標語：
世界でよいことをしよう。「Doing good in the 
world」）をしたのが、ロータリー財団の始まりで
した。基金への初めての寄付はカンザスシ
ティー・ロータリークラブによる26ドル50セント
でした。そして、1928年、ミネアポリス国際大会
で「ロータリー財団」と名付けられます。これに
よって国際ロータリーとは別に管理することが決
定されました。ロータリー財団による初めての活
動は国際障害児協会への500ドルの補助金でした。
しかしながら、寄付がロータリーに馴染まないと
の批判もあり、ロータリー財団そのものの活動は
その後長らく停滞したままでした。
ロータリー財団にとってのターニングポイント
の一つ目は1947年のポール・ハリスの逝去です。
「追悼は献花ではなく、財団への寄付」という
ポール・ハリスの遺志が電報でロータリアンに伝
えられると130万ドル以上もの寄付が集まりまし
た。それによって、最初の財団プログラムである
「高等教育のためのロータリー財団奨学金」が誕
生しました。いわゆる国際親善奨学金です。
2013-14年度に新しい補助金制度が生まれるま
で、国際親善奨学生は100ヵ国、39,000人に及び、
日本においても緒方貞子氏をはじめ、多くの奨学
生がその後、世界で活躍をされています。

・1988年　フィジーにロタホーム30戸寄贈
・1997年　ネパール　岩村記念病院建設
・2002年　フィリピン3800地区でのCLEプロジェクト
※日本初の3-Hプログラム、2016年までの長期間
に及ぶプロジェクトでした。

・2005年　タイ　義肢装具士養成、図書館建設、職
業トレーニングセンター建設

そして、これら以外にもアジア各地で多彩な
WCS活動が展開されてきました。とりわけ当地区
ではロータリアンにとって最高の栄誉である「超
我の奉仕賞」を７名も受賞されたということは、
当地区がいかに積極的に国際奉仕活動を行ってき
たかの証でもあります。
当地区での超我の奉仕賞受賞者
大島秀夫氏（神戸垂水RC・故人）
東　昭二氏（元宝塚武庫川RC）
田中　毅PG（尼崎西RC）
石井良昌PG（尼崎西RC）
森田道太郎氏（甲子園RC・故人）
水谷重康氏（宝塚武庫川RC）
中尾信彦氏（尼崎西RC）

４．新補助金制度の導入
2013年、新しい補助金制度が全世界に導入され
ました。これが三つ目のターニングポイントで
す。これによって、これまでのマッチング・グラ
ント、国際親善奨学金、GSE等が廃止されること
になります。また、地区補助金制度も大幅に内容
が変更されます。これ以前にロータリー財団に関
与された方にとっては、今も混乱されている方が
いますので、改めて現在のロータリー財団のプロ
グラムについて触れます。

①シンプルになったプログラム
ロータリー財団のプログラムは次の３つです。
１．補助金プログラム
２．ポリオプラス
３．ロータリー平和センター
この中で、補助金プログラムは地区補助金
（DG：Distr ict 　Grants）とグローバル補助金
（GG：Global　Grants）の２つがあり、それぞれ
に人道的奉仕プロジェクト、奨学金、職業研修
チーム（VTT：Vocational　Training　Team）の
３つの活動があります。
財団の活動資金のもとになるのは、３年前の寄
付金とその運用益です。また、財団の活動資金は
地 区 が 使 途 を 決 定 す る 地 区 財 団 活 動 資 金
（DDF：District　Designated　Fund）とロータ
リー財団管理委員会が使途を決定する国際財団活
動資金（WF：World　Fund）に分かれます。

②地区財団活動資金（DDF）
地区財団活動資金（DDF）はその50%までを
地区補助金（DG）として、地区が財団に一括申
請します。当地区ではプロジェクトが実施される
前の年度の３月中旬までに各クラブから申請さ
れ、地区の担当委員会のチェック、補助金小委員
会の審査のもと、財団に提出されます。また、プ
ロジェクトに対する補助金の割合等は各地区が決
定します。
地区活動資金（DDF）の50%以上はグローバ
ル補助金（GG）として、活用されます。使用さ
れなかった地区活動資金（DDF）のうち、地区
補助金（DG）は次年度のグローバル補助金
（GG）に上乗せされ、グローバル補助金（GG）
は繰越されます。また、使用されなかった地区活
動資金（DDF）を寄贈することもできます。日
本はグローバル補助金（GG）の使用率が他の国
に比べて低い状態が続き、繰越額も膨らんでいま
す。

③国際財団活動資金（WF）
国際財団活動資金（WF）は、管理委員会がそ
の使途を決定し、次に使用されます。
・クラブや地区が実施するグローバル補助金プ
ロジェクトへの補助
・ロータリー平和センタープログラム
・ポリオ基金 

2017年、アトランタ国際大会でロータリー財団
100周年が華々しく祝われました。
創立以来100年、教育の支援や持続可能な成果
を生み出すプロジェクトに総額30億ドルの資金を
提供してきたロータリー財団は「Doing　good　in　
the　world」の標語のもと、次の100年に向けて
前進しています。
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2016-17年度国際ロータリー
収入 1億684万ドル
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※会費（人頭分担金） 2016-17年度 一人当たり56ドル
　以後2019-20年度まで毎年４ドル増加

緒方貞子氏　元国連難民高等弁務官
1951年国際親善奨学生
2016-17年度ロータリー学友世界奉仕賞受賞
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２．ポリオプラス
３．ロータリー平和センター
この中で、補助金プログラムは地区補助金
（DG：Distr ict 　Grants）とグローバル補助金
（GG：Global　Grants）の２つがあり、それぞれ
に人道的奉仕プロジェクト、奨学金、職業研修
チーム（VTT：Vocational　Training　Team）の
３つの活動があります。
財団の活動資金のもとになるのは、３年前の寄
付金とその運用益です。また、財団の活動資金は
地 区 が 使 途 を 決 定 す る 地 区 財 団 活 動 資 金
（DDF：District　Designated　Fund）とロータ
リー財団管理委員会が使途を決定する国際財団活
動資金（WF：World　Fund）に分かれます。

②地区財団活動資金（DDF）
地区財団活動資金（DDF）はその50%までを
地区補助金（DG）として、地区が財団に一括申
請します。当地区ではプロジェクトが実施される
前の年度の３月中旬までに各クラブから申請さ
れ、地区の担当委員会のチェック、補助金小委員
会の審査のもと、財団に提出されます。また、プ
ロジェクトに対する補助金の割合等は各地区が決
定します。
地区活動資金（DDF）の50%以上はグローバ
ル補助金（GG）として、活用されます。使用さ
れなかった地区活動資金（DDF）のうち、地区
補助金（DG）は次年度のグローバル補助金
（GG）に上乗せされ、グローバル補助金（GG）
は繰越されます。また、使用されなかった地区活
動資金（DDF）を寄贈することもできます。日
本はグローバル補助金（GG）の使用率が他の国
に比べて低い状態が続き、繰越額も膨らんでいま
す。

③国際財団活動資金（WF）
国際財団活動資金（WF）は、管理委員会がそ
の使途を決定し、次に使用されます。
・クラブや地区が実施するグローバル補助金プ
ロジェクトへの補助
・ロータリー平和センタープログラム
・ポリオ基金 

2017年、アトランタ国際大会でロータリー財団
100周年が華々しく祝われました。
創立以来100年、教育の支援や持続可能な成果
を生み出すプロジェクトに総額30億ドルの資金を
提供してきたロータリー財団は「Doing　good　in　
the　world」の標語のもと、次の100年に向けて
前進しています。

国際ロータリー（RI）

会員制組織

人頭分担金・国際大

会の余剰金等

理事会

ロータリー財団（TRF）

公共慈善団体

会員の寄付・投資利益

管理委員会

組織形態

資 金 源

管 理 者

使　　命

RI会長・会長エレクト・

２ゾーンにつき１名の

理事17名、任期２年

職業人と地域社会

のリーダーのネット

ワークを通じて、人び

とに奉仕し、高潔さを

奨励し、世界理解、

親善、平和を推進す

ること

RI会長エレクトが指

名、RI理事会で決定

された16名、任期４年

ロータリアンが、健康

状態を改善し、教育

への支援を高め、貧

困を救済することを

通じて、世界理解、

親善、平和を達成で

きるようにすること

2016-17年度国際ロータリー
収入 1億684万ドル

会費
64％

投資利益
9％

支援業務
その他の
活動費
27％

2016-17年度ロータリー財団の
収入 3億440万ドル

年次基金
35％

投資利益
24％

その他の
寄付・冠名
基金 7％ ポリオプラス

基金
27％

恒久基金
7％

2016-17年度人頭分担金の使途
（１人当たり 56ドル）

プログラムと
会員業務
35％国際業務

9％

ガバナンスと
役員
7％

財務
7％

人事、法務、監査
4％

　IT、運営、
管理業務
21％

コミュニ
ケーション
17％

2016-17年度ロータリー財団支出
2億6900万ドル

ポリオプラス
40％

地区
補助金
10％

プログラム
運営
9％

寄付推進
7％

平和センター
2％

その他
3％

一般管理運営
2％

グローバル
補助金
27％

※会費（人頭分担金） 2016-17年度 一人当たり56ドル
　以後2019-20年度まで毎年４ドル増加

緒方貞子氏　元国連難民高等弁務官
1951年国際親善奨学生
2016-17年度ロータリー学友世界奉仕賞受賞
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2017-18年度テーマ　「Rotary: Making a Difference  ロータリー: 変化をもたらす」
会長　イアン・ライズリー　オーストラリア　サンドリングガムRC



今月はロータリー財団月間に当たります。先月
号では、ロータリーにおけるターニングポイント
について述べていきました。今月はそれに関連し
たロータリー財団の歩みについて触れていきま
す。

１．国際ロータリーとロータリー財団について
まず、現在の国際ロータリーとロータリー財団
を比較してみましょう。

ロータリー財団の正式名称は「国際ロータリー
のロータリー財団」であり、ロータリー財団の活
動は国際ロータリーの方針に沿ったもので、独自
の活動をするということは決してありません。

次に、それぞれの資金面を比較してみると次に
なります。

財政面で見ると予算規模では、ロータリー財団
は国際ロータリーの約３倍を占めています。

1965年にはロータリー財団への年間寄付総額が
初めて100万ドルを超え、この年に研究グループ交
換プログラム（Group　Study　Exchange　通称
GSE）が開始されます。GSEは原則として異なる
二国間のロータリーの地区の間で、互いにロータ
リアンを団長とする専門職業人のチームを、通常
４週間派遣し合うものです。これが異なる地区に
よる国際的な人道的プロジェクトであるマッチン
グ・グラントの始まりです。
そして、1967年、発展途上地域への人道的奉仕活
動を提唱する世界社会奉仕委員会（WCS-World 
Community　Service）がエバンスRI会長によって勧
奨されると、多くの国際的な人道的プロジェクトが
遂行されることになります。
さらに、1978年、「保健、飢餓追放および人間性
尊重補助金」いわゆる3-Hプログラム（Health・
Hunger・Humanityの頭文字）が創設されます。そ
して、３-Hプロジェクトの第一号として、フィリピ
ンの600万人以上の子供にポリオ予防接種が実施さ
れます。これがロータリー財団における二つ目の
ターニングポイントになります。この時期、ロータ
リーは加盟国数が150を超え、会員数も80万人を突
破し、その規模の拡大と共に国際奉仕活動が中心と
なっていきます。ポリオ撲滅運動もその一環であり
ます。

３．2680地区におけるプロジェクトの実施
国際奉仕の活動が中心となる中で、当地区でも
様々な世界社会奉仕（WCS）活動が実施されまし
た。地区史をもとにこれまでの主なプロジェクト
を見ていきましょう。
・1969年　フィリピンのPRRM（農村復興運動）の援助
・1971年　ネパールでの岩村博士のPHD運動の援助

また、会費（人頭分担金）の使途の内訳並びに
ロータリー財団の支出は次になります。

このように会員の会費のほとんどは国際ロータ
リーの運営に使用され、会員の寄付から成るロー
タリー財団が奉仕プロジェクトを支えていること
になります。また、財団の支出の中ではポリオプ
ラスが40%を占めており、一番大きなウェイトを
占めています。
ロータリー財団について、批判的な論調があり
ますが、ロータリー財団の役割はあくまでも国際
ロータリーの「世界理解、親善、平和を推進す
る」という使命を達成できるようにすることであ
り、両者の理念は一体のものであります。

２．ロータリー財団の推移
1917年、アトランタ大会において、アーチ C. ク
ランフが「世界的な規模で慈善・教育・その他社
会奉仕の分野でより良いことをするために基金を
作ろう」と基金の提唱（ロータリー財団の標語：
世界でよいことをしよう。「Doing good in the 
world」）をしたのが、ロータリー財団の始まりで
した。基金への初めての寄付はカンザスシ
ティー・ロータリークラブによる26ドル50セント
でした。そして、1928年、ミネアポリス国際大会
で「ロータリー財団」と名付けられます。これに
よって国際ロータリーとは別に管理することが決
定されました。ロータリー財団による初めての活
動は国際障害児協会への500ドルの補助金でした。
しかしながら、寄付がロータリーに馴染まないと
の批判もあり、ロータリー財団そのものの活動は
その後長らく停滞したままでした。
ロータリー財団にとってのターニングポイント
の一つ目は1947年のポール・ハリスの逝去です。
「追悼は献花ではなく、財団への寄付」という
ポール・ハリスの遺志が電報でロータリアンに伝
えられると130万ドル以上もの寄付が集まりまし
た。それによって、最初の財団プログラムである
「高等教育のためのロータリー財団奨学金」が誕
生しました。いわゆる国際親善奨学金です。
2013-14年度に新しい補助金制度が生まれるま
で、国際親善奨学生は100ヵ国、39,000人に及び、
日本においても緒方貞子氏をはじめ、多くの奨学
生がその後、世界で活躍をされています。

・1988年　フィジーにロタホーム30戸寄贈
・1997年　ネパール　岩村記念病院建設
・2002年　フィリピン3800地区でのCLEプロジェクト
※日本初の3-Hプログラム、2016年までの長期間
に及ぶプロジェクトでした。

・2005年　タイ　義肢装具士養成、図書館建設、職
業トレーニングセンター建設

そして、これら以外にもアジア各地で多彩な
WCS活動が展開されてきました。とりわけ当地区
ではロータリアンにとって最高の栄誉である「超
我の奉仕賞」を７名も受賞されたということは、
当地区がいかに積極的に国際奉仕活動を行ってき
たかの証でもあります。
当地区での超我の奉仕賞受賞者
大島秀夫氏（神戸垂水RC・故人）
東　昭二氏（元宝塚武庫川RC）
田中　毅PG（尼崎西RC）
石井良昌PG（尼崎西RC）
森田道太郎氏（甲子園RC・故人）
水谷重康氏（宝塚武庫川RC）
中尾信彦氏（尼崎西RC）

４．新補助金制度の導入
2013年、新しい補助金制度が全世界に導入され
ました。これが三つ目のターニングポイントで
す。これによって、これまでのマッチング・グラ
ント、国際親善奨学金、GSE等が廃止されること
になります。また、地区補助金制度も大幅に内容
が変更されます。これ以前にロータリー財団に関
与された方にとっては、今も混乱されている方が
いますので、改めて現在のロータリー財団のプロ
グラムについて触れます。

フィリピン3800地区への国際奉仕（CLEプロジェクト）

①シンプルになったプログラム
ロータリー財団のプログラムは次の３つです。
１．補助金プログラム
２．ポリオプラス
３．ロータリー平和センター
この中で、補助金プログラムは地区補助金
（DG：Distr ict 　Grants）とグローバル補助金
（GG：Global　Grants）の２つがあり、それぞれ
に人道的奉仕プロジェクト、奨学金、職業研修
チーム（VTT：Vocational　Training　Team）の
３つの活動があります。
財団の活動資金のもとになるのは、３年前の寄
付金とその運用益です。また、財団の活動資金は
地 区 が 使 途 を 決 定 す る 地 区 財 団 活 動 資 金
（DDF：District　Designated　Fund）とロータ
リー財団管理委員会が使途を決定する国際財団活
動資金（WF：World　Fund）に分かれます。

②地区財団活動資金（DDF）
地区財団活動資金（DDF）はその50%までを
地区補助金（DG）として、地区が財団に一括申
請します。当地区ではプロジェクトが実施される
前の年度の３月中旬までに各クラブから申請さ
れ、地区の担当委員会のチェック、補助金小委員
会の審査のもと、財団に提出されます。また、プ
ロジェクトに対する補助金の割合等は各地区が決
定します。
地区活動資金（DDF）の50%以上はグローバ
ル補助金（GG）として、活用されます。使用さ
れなかった地区活動資金（DDF）のうち、地区
補助金（DG）は次年度のグローバル補助金
（GG）に上乗せされ、グローバル補助金（GG）
は繰越されます。また、使用されなかった地区活
動資金（DDF）を寄贈することもできます。日
本はグローバル補助金（GG）の使用率が他の国
に比べて低い状態が続き、繰越額も膨らんでいま
す。

③国際財団活動資金（WF）
国際財団活動資金（WF）は、管理委員会がそ
の使途を決定し、次に使用されます。
・クラブや地区が実施するグローバル補助金プ
ロジェクトへの補助
・ロータリー平和センタープログラム
・ポリオ基金 

2017年、アトランタ国際大会でロータリー財団
100周年が華々しく祝われました。
創立以来100年、教育の支援や持続可能な成果
を生み出すプロジェクトに総額30億ドルの資金を
提供してきたロータリー財団は「Doing　good　in　
the　world」の標語のもと、次の100年に向けて
前進しています。

平木橋：アーチ部には御影石、その他の部分には赤煉
瓦が用いられた白と赤の対比が美しいアーチ橋。
1915年に完成。東播磨南北道路の建設に伴い、移設保
存されることになった。近代工業遺産として加古川
指定文化財となっている。

表紙の
紹介

国際大会の開始を告げるロータリー財団100周年記念の鐘

シェアシステム
2015年７月１日より有効

第1234地区が３年前、
年次基金（シェア）に
1,000ドルを寄付

50％まで

＄1,000

＄450 ＄50＄500 DDF（地区財団
活動資金）

＄250
地区補助金

同額の上乗せ
グローバル補助金

ポリオプラス
ロータリー平和センター

その他

全額支給
パッケージ・グラント

WF
（国際財団
活動資金）

管理運営費

中満　泉氏　日本人女性初の国連事務次長
1987年国際親善奨学生
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以上、RIのテーマを見てきました。RIのテーマはその時々のリーダーの思いが反映されます。

あなたはどのテーマが一番好きですか？ 是非、ロータリーへのあなたのテーマを掲げてみてください。



今月はロータリー財団月間に当たります。先月
号では、ロータリーにおけるターニングポイント
について述べていきました。今月はそれに関連し
たロータリー財団の歩みについて触れていきま
す。

１．国際ロータリーとロータリー財団について
まず、現在の国際ロータリーとロータリー財団
を比較してみましょう。

ロータリー財団の正式名称は「国際ロータリー
のロータリー財団」であり、ロータリー財団の活
動は国際ロータリーの方針に沿ったもので、独自
の活動をするということは決してありません。

次に、それぞれの資金面を比較してみると次に
なります。

財政面で見ると予算規模では、ロータリー財団
は国際ロータリーの約３倍を占めています。

1965年にはロータリー財団への年間寄付総額が
初めて100万ドルを超え、この年に研究グループ交
換プログラム（Group　Study　Exchange　通称
GSE）が開始されます。GSEは原則として異なる
二国間のロータリーの地区の間で、互いにロータ
リアンを団長とする専門職業人のチームを、通常
４週間派遣し合うものです。これが異なる地区に
よる国際的な人道的プロジェクトであるマッチン
グ・グラントの始まりです。
そして、1967年、発展途上地域への人道的奉仕活
動を提唱する世界社会奉仕委員会（WCS-World 
Community　Service）がエバンスRI会長によって勧
奨されると、多くの国際的な人道的プロジェクトが
遂行されることになります。
さらに、1978年、「保健、飢餓追放および人間性
尊重補助金」いわゆる3-Hプログラム（Health・
Hunger・Humanityの頭文字）が創設されます。そ
して、３-Hプロジェクトの第一号として、フィリピ
ンの600万人以上の子供にポリオ予防接種が実施さ
れます。これがロータリー財団における二つ目の
ターニングポイントになります。この時期、ロータ
リーは加盟国数が150を超え、会員数も80万人を突
破し、その規模の拡大と共に国際奉仕活動が中心と
なっていきます。ポリオ撲滅運動もその一環であり
ます。

３．2680地区におけるプロジェクトの実施
国際奉仕の活動が中心となる中で、当地区でも
様々な世界社会奉仕（WCS）活動が実施されまし
た。地区史をもとにこれまでの主なプロジェクト
を見ていきましょう。
・1969年　フィリピンのPRRM（農村復興運動）の援助
・1971年　ネパールでの岩村博士のPHD運動の援助

また、会費（人頭分担金）の使途の内訳並びに
ロータリー財団の支出は次になります。

このように会員の会費のほとんどは国際ロータ
リーの運営に使用され、会員の寄付から成るロー
タリー財団が奉仕プロジェクトを支えていること
になります。また、財団の支出の中ではポリオプ
ラスが40%を占めており、一番大きなウェイトを
占めています。
ロータリー財団について、批判的な論調があり
ますが、ロータリー財団の役割はあくまでも国際
ロータリーの「世界理解、親善、平和を推進す
る」という使命を達成できるようにすることであ
り、両者の理念は一体のものであります。

２．ロータリー財団の推移
1917年、アトランタ大会において、アーチ C. ク
ランフが「世界的な規模で慈善・教育・その他社
会奉仕の分野でより良いことをするために基金を
作ろう」と基金の提唱（ロータリー財団の標語：
世界でよいことをしよう。「Doing good in the 
world」）をしたのが、ロータリー財団の始まりで
した。基金への初めての寄付はカンザスシ
ティー・ロータリークラブによる26ドル50セント
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国際大会の開始を告げるロータリー財団100周年記念の鐘
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地区補助金

同額の上乗せ
グローバル補助金

ポリオプラス
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その他

全額支給
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活動資金）

管理運営費

中満　泉氏　日本人女性初の国連事務次長
1987年国際親善奨学生

42018-19  No.5
次はロータリーの創設者ポール・ハリス語録です。
左のページは英文を、右のページは日本語訳を記していきます。



公式訪問だより（会長の抱負）

南淡路ロータリークラブ

９月７日、矢野ガ
バナー、随行に前
川様、春木様、ガ
バナー補佐の森﨑
様にご訪問頂きま
した。会長・幹事
懇談会では気さく
にロータリー談義

をして頂き大変有意義な会合となりました。本年度
当ロータリークラブのテーマ「FOR　THE　PEOPLE, 
FOR　THE　WORLD」をもとにロータリーの基本に
帰り、社会奉仕、職業奉仕の理念にもう一度立ち返
り、クラブ運営を進めて参りたいと思います。

（会長：山形　収司）

9/7
㈮

小野加東ロータリークラブ

今年は小野加東
ロータリークラブ
創立60年目という
節目の年にあたり
ます。
本年度は「意義あ
る事業の基礎とし

て奉仕の理念を奨励し、これを育む」というロータ
リーの原点を踏まえた上で、バリー・ラシンRI会長
の方針に基づき、親睦を基礎に会員全員が刺激的で
活力ある人間を目指していきたいと思います。

（会長：北野　達郎）

9/12
㈬ 神崎ロータリークラブ

当クラブは次年度
45周年を迎えます。
今一度原点に戻り
見つめ直す良い機
会としたい。私は、
毎月のロータリー
の友を殆ど熟読し
た事がありません。
もし私と同じよう

にツン読の方があれば、ロータリーの友を隅から隅
まで読んで下さい。ロータリーについて大変精通す
ると思います。
今年度の会長方針に「永遠に生きるかのように学べ
よ」は、皆様に生涯学んで頂きたい、見つめ直して
頂きたいと言う思いを込めました。

（会長：波多野　芳則）

9/13
㈭

神戸東灘ロータリークラブ

本年度、当クラブ
の会長に就任させ
て頂くにあたって、
まずは会員の増強
を積極的に図ろう
と思います。具体
的には、現会員の

退会の防止、新会員の積極的な勧誘、退会した会員
の再入会の促進の３点に努めたいと思います。また、
会長として各会員に対して細やかな気配りを図り積
極的に意思疎通をすることにより、会員全員が当会
のことを居心地が良く楽しく学べる場所と思えるよ
うになるよう配慮したいと思います。

（会長：持田　俊介）

9/10
㈪ 香住ロータリークラブ

県北に位置し、会員
数12名が13名に増強
できたばかりの、存
在感のないクラブ、
でも秋山ガバナー補
佐を中心にチーム
ワークはどこにも負
けないと自負いたし
ております。先日終

わった子供達を対象にした地曳網、地元水産高校の支援を受
けながら末永く続けることにより香美町の産業の理解とロー
タリークラブの存在を多くの人々に知っていただきたい。
もう一つ但馬クラブのまとめ役として来年3月に行うIMの成功
を願うとともに背伸びせず地道にクラブの運営に努め、未来永
劫にこのクラブが存続できるよう努力してゆきたいと思います。

（会長：奥谷　和美）

9/11
㈫

公式訪問も終盤に入ってきました。11月号が手元に
届くころには、すべて終了している予定です。本年
度は例年より早いスピードで公式訪問を行いました。
情報はできるだけ新鮮な方が良いという思いからで
す。また、本年度はガバナー補佐にも公式訪問に同
行していただきました。ロータリーへの思いを一つ
にしたいという気持ちからです。
とりわけご高齢にもかかわらず、尼崎グループの福
田ガバナー補佐、阪神第１グループの北里ガバナー
補佐は３日連続、また、阪神第３グループの柳田ガ
バナー補佐は４日連続の訪問という激務をこなして
いただきました。心より感謝申し上げます。各クラ
ブの会長からはいろいろなご意見や要望を頂きまし
た。それを踏まえて、しっかりと地区運営をしてい
きます。

ガバナー　矢野　宗司

同行していただいた
ガバナー補佐の皆様に感謝!!

尼崎北ロータリークラブ
9/14
㈮ 明石南ロータリークラブ

公式訪問の際に、
矢野ガバナーより
これからのロータ
リー像を熱く語っ
ていただきました。
私たち明石南ロー

タリークラブもこれから先を見据えて、親睦と奉仕
の両輪を育む環境を整えていくことを考えていきま
す。趣旨とは違う写真でありますが、当クラブの看
板奉仕活動であります公開例会「納涼寄席」の打上
げ写真です。

（会長：日置　晴喜）

9/14
㈮

＜平成＞の時代も
31年で幕を閉じ新
しい時代がスター
トしようとしてい
ます。21世紀に
入ってから変化と
進化は続き、ます

ますそのスピードも増しているように感じます。今
年度で創立55周年を迎えるところとなりました。新
しい時代に柔軟に対応できる「強いクラブ」を築き
上げたいと思います。

（会長：瀬口　泰弘）

和田山ロータリークラブ

前期は、改革と改
善への挑戦です。
今までの例会を大
きく見直し、学び、
自分をととのえる
場所であると考え、
改善します。

中期は、故郷に喜びと笑顔を。新しいネットワーク
チームとプロジェクトやワールドフェスタへの全面
協力です。
後期は、さらなる夢に向かい『Let’s Be Happy』し
あわせになろうよをテーマに元気に楽しく進みます。

（会長：世登　道徳）

9/20
㈭ 三田南ロータリークラブ

三田南ロータリー
クラブは来年創立
30周年を迎えます。
平成元年に誕生し、
来年元号が変わり
ます。

変化の年に、矢野ガバナーの方針３Cに習ってクラ
ブがよりよい方向に向かって活動してまいりたいと
考えています。

（会長：東野　幸一）

9/20
㈭

三田ロータリークラブ

ガバナー公式訪問
例会の前の会長・
幹事懇談会では今
迄に訪問されたク
ラブの運営方法な
どを詳しく説明し
て頂き大変参考に

なりました。全クラブの訪問が終われば資料として
公開して頂けるとのことで待ち遠しいです。また
My　ROTARYの登録率は平成30年中に50％を越えま
すとお約束致しましたので頑張ります。

（会長：脇田　昌和）

9/18
㈫ 篠山ロータリークラブ

会長運営方針を、
『共に行動しよ
う』承継と発展の
ためにとしました。
現在日本では、少
子高齢化が進み私
たちが大切にして

きたものを守りながらも、変えるべきものは勇気を
もって変えていかねばならない段階に差し掛かって
います。
篠山RCの未来を見すえて会員の皆さんに共に行動し
ようと訴え、その先頭に立っていく所存です。　

（会長：藤井　恵一）

9/19
㈬
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チームとプロジェクトやワールドフェスタへの全面
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あわせになろうよをテーマに元気に楽しく進みます。

（会長：世登　道徳）

9/20
㈭ 三田南ロータリークラブ

三田南ロータリー
クラブは来年創立
30周年を迎えます。
平成元年に誕生し、
来年元号が変わり
ます。

変化の年に、矢野ガバナーの方針３Cに習ってクラ
ブがよりよい方向に向かって活動してまいりたいと
考えています。

（会長：東野　幸一）

9/20
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三田ロータリークラブ

ガバナー公式訪問
例会の前の会長・
幹事懇談会では今
迄に訪問されたク
ラブの運営方法な
どを詳しく説明し
て頂き大変参考に

なりました。全クラブの訪問が終われば資料として
公開して頂けるとのことで待ち遠しいです。また
My　ROTARYの登録率は平成30年中に50％を越えま
すとお約束致しましたので頑張ります。

（会長：脇田　昌和）

9/18
㈫ 篠山ロータリークラブ

会長運営方針を、
『共に行動しよ
う』承継と発展の
ためにとしました。
現在日本では、少
子高齢化が進み私
たちが大切にして

きたものを守りながらも、変えるべきものは勇気を
もって変えていかねばならない段階に差し掛かって
います。
篠山RCの未来を見すえて会員の皆さんに共に行動し
ようと訴え、その先頭に立っていく所存です。　

（会長：藤井　恵一）
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世界は絶えず変化している。そして、私たちは世界と共に変化する心構えがなければならない。
ロータリーの物語は何度も何度も書き換えられなければならない。



HYOGOロータリー E クラブ

「ITの力で世界に
インスピレーショ
ンをもたらそう」
ITリテラシーの乏
しい方にも優しい
例会運営、多忙な
方でも活動できる

クラブ運営をしていきます。
インターネットの強みを活用しInstagramやFacebook
などを活用し、海外のロータリアン、ローターアク
ターとも積極的に交流し、親睦を深め、Eクラブな
らではの情報発信をしていきます。

（会長：大河内　健太郎）

9/21
㈮川西ロータリークラブ

矢野ガバナーの篤
い想いとRIからの
メッセージを頂き
感謝申し上げます。
我がクラブは修
養・友情・情熱・
奉仕・感動に基づ
く活性化を目指す
ことを指針として

おります。この事を踏まえて奉仕活動を実践すること
で会員相互の親睦を図りつつロータリアンとしての倫
理観を磨くことがロータリアンの使命であると考えて
おります。「クラブ例会は、ロータリアンの道場であ
る。」事業としては、今年度も米山地区奨励生（ミャ
ンマー）を迎えて、奨励生への支援と地域に密着した
奉仕活動も行っております。　（会長：山岡　英次）

9/21
㈮

津名ロータリークラブ

９月26日、矢野
ガバナーに公式訪
問でお越し頂きま
した。
最初はバイタリ
ティあふれる矢野
ガバナーに何を言
われるかドキドキ
していましたが、

２時間の面談があっという間に過ぎていました。
色々参考になるお話、ありがとうございました。
また、当クラブは本年度50周年の節目に当たります。
クラブのテーマである“Let’s　go　try！”で、何事も
初心に返り、一所懸命に取り組んで参ります。

（会長：谷村　克也）

9/26
㈬ あわじ中央ロータリークラブ

矢野ガバナー公式
訪問時にご教授い
ただいた事を、
ロータリアン個人
として、またクラ
ブ全体として今後
のロータリー活動

に役立てていきたいと思っております。ロータリー
クラブの会長という貴重な時間を無駄にせず、活気
あるクラブ運営に貢献できるように尽力していきた
いと思います。

（会長：土井　一史）

9/26
㈬

北条ロータリークラブ

My　ROTARYへ
の登録率の低さを
指摘されました。
高い登録率を実現
されているクラブ
の取り組み方を教
えていただきまし

たので、50％の登録率を得たいと思います。現代の
RIの流れに取り残されないよう無理のない改良を行
いつつ、当クラブの良き交友関係を守り続けていき
たいと考えます。矢野ガバナー、多木代表幹事様あ
りがとうございました。

（会長：安達　　功）

9/25
㈫ 神戸六甲ロータリークラブ

９月2 5日に矢野ガバ
ナーをお招きし、例会
を開催させていただき
ました。有難うござい
ました。
私たちのクラブは、会
員数15名という弱小ク
ラブであります。
クラブの中は団結して、

みんなで色々な事をやっております。
創立以来行っていることは、六甲山の清掃活動や植樹をし
ております。これからも続けていきたいと思っています。
矢野ガバナー、色々と教えていただき、有難うございまし
た。これからも矢野ガバナーの方針に基づいて活動をして
いきたいと思います。

（会長：東　　國隆）

9/25
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In the battle between the“can’ts”and the“cans”in Rotary, 

the“can’ts”have never won a single permanent victory to my knowledge.



地区補助金（奉仕プロジェクト）

I.Y.F.R. 神戸フリート&ポリオプラス小委員会  ポリオ撲滅キャンペーン

▶９月９日（日）
▶都ホテルニューアルカイック  ３階  鳳凰の間
プロジェクト予算総額：654,484円　地区補助金額：327,242円
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地域の高齢者と一緒に
楽しむ落語会

尼崎西ロータリークラブ
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まりです。ご興味のある方はぜひご連絡を下さい。

９月23日（日・祝）◆芦屋マリーナ ハーバーダイニング&リゾート「マレロッソ」
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私の知る限りでは、ロータリーには「できない」と「できる」の葛藤で
「できない」が永遠の勝利を収めたことは一度もありません。



ロータリー財団座談会「地区補助金プロジェクトを考える」

矢野　11月はロータリー財団月間とい
うこともあり、地区補助金プロジェク
トのことを紹介したいと考えていま
す。本日は、そのための座談会です。
皆さんの経験談や忌憚のない意見をお聞かせくださ
い。よろしくお願いします。

■地区補助金プロジェクトを実施して

瀬戸　地区補助金プロジェクトを実施して、クラブ
や会員にとって良かったことをお聞かせください。

贄田　地区補助金プロジェクトはクラブにとって初
めてだったので、合意に至るところまでは大変でし
たが、いざやるとなってからは、実施が近づくにつ
れクラブがまとまって取り組むことがきました。入
会歴の浅い若い方にも司会役などで活躍していただ
きました。

鈴木　先輩方から、これまで形に残るような事業が
少ないのではないか、共同作業をする大切さが失わ
れているのではないかという声があり、今回（福祉
作業所の内装・什器等のリニューアル）はそのあた
りをプロジェクトに組み込みました。

野並　地元福祉団体の実態や活動内容を知り、地域
にどんなニーズがあるのかを気づくことができまし
た。また事業に参加いただいた子どもたちや保護者
の笑顔に触れることで、我々の事業が地域の人々に
役立っていると実感できました。

田村　当クラブは、従前のクラブ名や
例会場が上郡にあることから佐用町で
の知名度が低かったようですが、プロ
ジェクトを続けて実施したことで、地
域内での知名度向上につながったと思います。た
だ、会員の関心度や参加意識のバラつきは気になり
ました。

本條　クラブがまとまり、達成感や求
心力が得られるのがプロジェクトの大
きな意義だと思います。やるからには
全員参加を目標に進めてもらえれば、
プロジェクトの効果も上がるし、メンバーの充実感
にもつながると思います。

■申請手続きは難しい？

瀬戸　実際にやってみて、補助金申請の手続きは難

ブのメンバーが口々に「良かったなあ」と言ってい
たのが一番の喜びでした。

矢野　高齢のメンバーも、ロータリーの活動でいき
いきするという姿はいいですよね。

贄田　高齢の方も、若い人も、ほぼ全員がプロジェ
クトに参加してくれると、みんなが一つになる感じ
がありました。

矢野　実際にやってみると、そういった結束が生ま
れるんですね。

■ロータリークラブのイズムを学ぶ場に

贄田　ニーズや目的も大事ですが、プロジェクトに
取り組むこと自体がクラブのメリットと考えられま
す。何もやらずにロータリークラブのイズムを学ぶ
機会はないですから。意見が食い違ったらどうする
かとか、色んなことが学べます。ケーススタディが
付いてくるし、団結もできるなら、やるに越したこ
とはないと思います。

■足もとに目を向ける

石丸　上郡佐用の堤さんは、３年連続のプロジェ
クト担当ということで、苦労されたんじゃないで
すか。

堤　　上郡と佐用に分かれているので、どちらです
るかから始まるんですね。プロジェクトの趣旨を説
明すると理解いただけて、後々色んなつながりがで
きたことはありました。ただ、参加となると尻込み
をされる方もあり、お願いして来てもらうというの
が実情です。

本條　上郡佐用さんは2016年に、農村舞台という地
元の民俗遺産を子ども歌舞伎とセットで残していく
という特徴的なプロジェクトをされています。こう
いった切り口でのプロジェクトは余り他ではありま
せん。どうやってニーズを吸い上げたんですか。

田村　近くに住んでいたから（笑）。

しいと思われましたか。

鈴木　申請は社会奉仕委員長になる前から始まるの
で大変ではあります。書類の記入そのものは先輩方
がノウハウを持っていてアドバイスをもらえるの
で、難しくはありませんでした。

野並　今年初めて委員長を担当したのですが、前年
の秋には骨子が決まっていたので、新任でも十分に
対応できました。補助金については、委員長になる
前の12月のセミナーで勉強しました。クラブ内に過
去の申請資料が豊富にありますし、諸先輩のアドバ
イスもいただけたので、そんなに困ったことはな
かったです。

堤　　上郡佐用は会員が23名しかいな
いので、すぐに大きな役が回って来ま
す。私は３年続けて社会奉仕をやりま
したが、初めての時は大変でした。

贄田　分からないことばかりでした。「ややこし
い」「難しい」はクラブの中では言わず、後からや
る人が先入観を持たないようにと考えていました。

■地域のニーズをいかにつかむか

本條　地域のニーズをくみ上げることに苦労されて
いるクラブが多いのですが、皆さんはどんなふうに
アンテナを張って、プロジェクトの立案に結びつけ
ているのでしょうか。

野並　うちのクラブで代々受け継がれているのは、
地域の子どもたちに何ができるかを考えなさいとい
うこと。歴代のプロジェクトも多くがすべて子ども
を対象としたものになっています。子どもたちのた
めに何をするかという大方針に基づいて準備してい
ます。

鈴木　メンバーそれぞれが日々問題に
感じていることがあって、そういう話
をクラブで交わす中で「それ、いいん
じゃないの」という形で決まっていき
ます。会長、幹事が決めるという訳ではなく、メン

バーの中から話があって進んでいきます。

本條　メンバーさんが地域に関心を持って活動され
る中で、きっかけができるという感じですね。

鈴木　皆さん色んなポケットを持っているので、こ
んなことやったら、ということが出てきます。

矢野　補助金プロジェクト準備のために会長エレク
トの選任を前倒しする、というクラブもあります。
地区補助金委員会のようなものを作って、数年担当
してもらうのが一番良いように思います。

本條　クラブの全員が普段から問題意識を持ってい
て、それを社会奉仕委員長、会長、エレクトが吸い
上げていくというのが良いのでしょう。地域ニーズ
の調査を、クラブの中で常時誰かがやっているのが
望ましいですね。

野並　ノミニーの段階からニーズを把握して、委員
長をやる前からセミナーに行っています。前もって
準備ができるよう流れを作っておくと、うまく回る
のではないかと思います。

■プロジェクトで高まったクラブの結束

石丸　事前のアンケートに「団結力が高まった」
「奉仕に喜びを感じた」という回答がありました
が、具体的にどんなところで感じたのかお聞かせく
ださい。

鈴木　現場で漆喰の壁塗りをしましょうと声がけを
して、大先輩も若い方も来られ、職人さんにコテを
借りてみんなで２日間塗りました。「鈴木くん、良
かったよ」と言ってもらえたのは嬉しかったです。

野並　私たちは、母子・父子家庭の親
子や関係施設の方を合計60名ぐらいお
招きしました。クルーザーでクルージ
ングをしたのですが、西宮を浜から見
ることはなかなかないですし、いつも忙しいお母さ
んやお父さんと過ごせるということで、子どもたち
は大歓声でした。そんな子どもたちの笑顔に、クラ

堤　　子どもが少なくなる中、継続してもらいたい
というのと、２年に１回の公演も地域の人しか見に
行かない状態だったので、みんなに知ってもらいた
いという思いでした。私も楽しかったです。

田村　参加率も良かったです。

■継続事業が認められない理由

瀬戸　地区補助金プロジェクトは継続
事業（特定の受益者への継続的支援）
を認めていませんが、これについては
どう思われますか。

矢野　他の地区でも継続事業は認めてないです。

瀬戸　良いことはずっとやったらいいと思うのです
が、なんで良い事業に補助金がもらえないのか、根
本的な考え方が分からないので。

矢野　継続事業を認めたら、それがいつまでも続い
て新しい事業が申請できなくなります。また補助金
の受益に偏りや固定化が起こるのも好ましくありま
せん。それもあって継続事業は原則１回だけという
ことになっています。

瀬戸　やって喜ばれている事業なら、補助金をあて
にしないで、自分のクラブで費用を賄うようにすれ
ばいいのでしょうね。

田村　上郡佐用の場合、上郡ジュニアソフトテニス
大会を毎年やっているのですが、補助金がないので
結構な出費になっています。しんどいのはしんどい
です。

贄田　うちのクラブも何年も継続している事業がい
くつかありますが、１回きりだと意味がないからと
補助金を申請しなかった面もあります。自分のとこ
ろで回していけるようになるまでは補助してもらえ
れば、と思うのですが。

瀬戸　逆にずっとやっている事業でも１回は申請が
できます。

贄田　それならその時は大規模にやってしまおうと
いうことになる気がします。

矢野　実際に私のところで「空飛ぶ車椅子」という
事業を毎年やっていて、１回ぐらい申請しようとい
うことになって、その時は大規模にやりましたね。

■相見積りで経理の透明化を

矢野　経理的な管理面や運営マナーの点で参考にな
ることがありましたか。

贄田　10万円以上は相見積りを取るこ
とになっていますが、以前は知ってい
るところに頼んだりしていました。相
見積りを取ることで誰にもはっきりと
分かるので、クラブのためになると思います。コス
トダウンにもつながる訳ですから。

鈴木　うちも相見積りはしっかり取っていますね。

本條　補助金管理の規律については、前向きに捉え
ていただけると正しい理解なんですが、面倒くさい
と捉えられると逆に働いてしまいます。公金を使っ
ているという認識がベースで、そこから色んな決ま
り事を理解してもらえればと思います。

■効果的な広報活動のために

鈴木　どういう広報活動をしたらいいのかを知りた
いです。地元の新聞には載せてもらうように頼みに
行ったりしていますが、皆さんは広報をどうされて
いますか。

贄田　市役所にお願いして、市の広報誌にお知らせ
を載せてもらいました。朝日新聞の阪神支局にも
行ってお願いしていたのですが、直前に台風が来た
もので、当日は取材に来てもらえませんでした。

堤　　私たちは毎回、神戸新聞に載せてもらうよう
頼んでいます。子ども歌舞伎の時は来てもらえな
かったので、写真を持って行って「こんなふうにし
ました」と説明して載せてもらいました。

矢野　私のクラブでは市の記者クラブに持って行き
ます。そこそこ取材に来てくれますね。

本條　３年ほど前から補助金プロジェクトは地区内
のロータリアンにオープンになっています。各クラ
ブには、どのクラブがいつどんなプロジェクトを実
施するか、訪問していいかなどがアナウンスされて
います。そのうえで地区として、ガバナー補佐さん
を中心に行き来することを奨励しています。

田村　他のクラブがどのようにされているか、案内
を例会で回覧して終わりなので、スケジュールの一
覧表みたいな感じでないと、なかなか気には留めて
もらえないかなという気はします。

贄田　イベントのチラシをFacebookで紹介した
ら、結構効果がありました。ホームページだと、能
動的に見にいかないといけませんから、SNSのよう
に受動的に入ってくるのがいいと思います。

石丸　本日は座談会に参加していただ
きありがとうございました。皆さん、
ほんのちょっとの勇気を出して奉仕活
動に入って、素晴らしい幸せを感じて
ほしいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。

ロータリー財団月間に当たり、これまでに地区補助金プロジェクトを実施されたクラブの中から４クラブの
出席を得て座談会を開催し、プロジェクトに取り組んだ経験に基づいて、クラブにとっての意義や効果、苦労
談、疑問点などを語っていただきました。

〈出席者〉
○クラブ関係
野並　健治（地区補助金プロジェクト主担当・甲子園）
贄田　　肇（クラブ会長・西宮夙川）
光造　誠三（地区補助金プロジェクト主担当・西宮夙川）
鈴木　祐一（前年度社会奉仕委員長・神戸東）
田村　栄子（クラブ会長・上郡佐用）
堤　　好美（前年度社会奉仕委員長・上郡佐用）

○地区関係
矢野　宗司（ガバナー・加古川中央）
石丸鐵太郎（ロータリー財団委員長・神戸南）
本條　　昇（ロータリー財団副委員長・龍野）

〈司会〉
瀬戸　　徹（補助金小委員長・西宮）
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ロータリー財団座談会「地区補助金プロジェクトを考える」

矢野　11月はロータリー財団月間とい
うこともあり、地区補助金プロジェク
トのことを紹介したいと考えていま
す。本日は、そのための座談会です。
皆さんの経験談や忌憚のない意見をお聞かせくださ
い。よろしくお願いします。

■地区補助金プロジェクトを実施して

瀬戸　地区補助金プロジェクトを実施して、クラブ
や会員にとって良かったことをお聞かせください。

贄田　地区補助金プロジェクトはクラブにとって初
めてだったので、合意に至るところまでは大変でし
たが、いざやるとなってからは、実施が近づくにつ
れクラブがまとまって取り組むことがきました。入
会歴の浅い若い方にも司会役などで活躍していただ
きました。

鈴木　先輩方から、これまで形に残るような事業が
少ないのではないか、共同作業をする大切さが失わ
れているのではないかという声があり、今回（福祉
作業所の内装・什器等のリニューアル）はそのあた
りをプロジェクトに組み込みました。

野並　地元福祉団体の実態や活動内容を知り、地域
にどんなニーズがあるのかを気づくことができまし
た。また事業に参加いただいた子どもたちや保護者
の笑顔に触れることで、我々の事業が地域の人々に
役立っていると実感できました。

田村　当クラブは、従前のクラブ名や
例会場が上郡にあることから佐用町で
の知名度が低かったようですが、プロ
ジェクトを続けて実施したことで、地
域内での知名度向上につながったと思います。た
だ、会員の関心度や参加意識のバラつきは気になり
ました。

本條　クラブがまとまり、達成感や求
心力が得られるのがプロジェクトの大
きな意義だと思います。やるからには
全員参加を目標に進めてもらえれば、
プロジェクトの効果も上がるし、メンバーの充実感
にもつながると思います。

■申請手続きは難しい？

瀬戸　実際にやってみて、補助金申請の手続きは難

ブのメンバーが口々に「良かったなあ」と言ってい
たのが一番の喜びでした。

矢野　高齢のメンバーも、ロータリーの活動でいき
いきするという姿はいいですよね。

贄田　高齢の方も、若い人も、ほぼ全員がプロジェ
クトに参加してくれると、みんなが一つになる感じ
がありました。

矢野　実際にやってみると、そういった結束が生ま
れるんですね。

■ロータリークラブのイズムを学ぶ場に

贄田　ニーズや目的も大事ですが、プロジェクトに
取り組むこと自体がクラブのメリットと考えられま
す。何もやらずにロータリークラブのイズムを学ぶ
機会はないですから。意見が食い違ったらどうする
かとか、色んなことが学べます。ケーススタディが
付いてくるし、団結もできるなら、やるに越したこ
とはないと思います。

■足もとに目を向ける

石丸　上郡佐用の堤さんは、３年連続のプロジェ
クト担当ということで、苦労されたんじゃないで
すか。

堤　　上郡と佐用に分かれているので、どちらです
るかから始まるんですね。プロジェクトの趣旨を説
明すると理解いただけて、後々色んなつながりがで
きたことはありました。ただ、参加となると尻込み
をされる方もあり、お願いして来てもらうというの
が実情です。

本條　上郡佐用さんは2016年に、農村舞台という地
元の民俗遺産を子ども歌舞伎とセットで残していく
という特徴的なプロジェクトをされています。こう
いった切り口でのプロジェクトは余り他ではありま
せん。どうやってニーズを吸い上げたんですか。

田村　近くに住んでいたから（笑）。

しいと思われましたか。

鈴木　申請は社会奉仕委員長になる前から始まるの
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贄田　地区補助金プロジェクトはクラブにとって初
めてだったので、合意に至るところまでは大変でし
たが、いざやるとなってからは、実施が近づくにつ
れクラブがまとまって取り組むことがきました。入
会歴の浅い若い方にも司会役などで活躍していただ
きました。

鈴木　先輩方から、これまで形に残るような事業が
少ないのではないか、共同作業をする大切さが失わ
れているのではないかという声があり、今回（福祉
作業所の内装・什器等のリニューアル）はそのあた
りをプロジェクトに組み込みました。

野並　地元福祉団体の実態や活動内容を知り、地域
にどんなニーズがあるのかを気づくことができまし
た。また事業に参加いただいた子どもたちや保護者
の笑顔に触れることで、我々の事業が地域の人々に
役立っていると実感できました。

田村　当クラブは、従前のクラブ名や
例会場が上郡にあることから佐用町で
の知名度が低かったようですが、プロ
ジェクトを続けて実施したことで、地
域内での知名度向上につながったと思います。た
だ、会員の関心度や参加意識のバラつきは気になり
ました。

本條　クラブがまとまり、達成感や求
心力が得られるのがプロジェクトの大
きな意義だと思います。やるからには
全員参加を目標に進めてもらえれば、
プロジェクトの効果も上がるし、メンバーの充実感
にもつながると思います。

■申請手続きは難しい？

瀬戸　実際にやってみて、補助金申請の手続きは難

ブのメンバーが口々に「良かったなあ」と言ってい
たのが一番の喜びでした。

矢野　高齢のメンバーも、ロータリーの活動でいき
いきするという姿はいいですよね。

贄田　高齢の方も、若い人も、ほぼ全員がプロジェ
クトに参加してくれると、みんなが一つになる感じ
がありました。

矢野　実際にやってみると、そういった結束が生ま
れるんですね。

■ロータリークラブのイズムを学ぶ場に

贄田　ニーズや目的も大事ですが、プロジェクトに
取り組むこと自体がクラブのメリットと考えられま
す。何もやらずにロータリークラブのイズムを学ぶ
機会はないですから。意見が食い違ったらどうする
かとか、色んなことが学べます。ケーススタディが
付いてくるし、団結もできるなら、やるに越したこ
とはないと思います。

■足もとに目を向ける

石丸　上郡佐用の堤さんは、３年連続のプロジェ
クト担当ということで、苦労されたんじゃないで
すか。

堤　　上郡と佐用に分かれているので、どちらです
るかから始まるんですね。プロジェクトの趣旨を説
明すると理解いただけて、後々色んなつながりがで
きたことはありました。ただ、参加となると尻込み
をされる方もあり、お願いして来てもらうというの
が実情です。

本條　上郡佐用さんは2016年に、農村舞台という地
元の民俗遺産を子ども歌舞伎とセットで残していく
という特徴的なプロジェクトをされています。こう
いった切り口でのプロジェクトは余り他ではありま
せん。どうやってニーズを吸い上げたんですか。

田村　近くに住んでいたから（笑）。

しいと思われましたか。

鈴木　申請は社会奉仕委員長になる前から始まるの
で大変ではあります。書類の記入そのものは先輩方
がノウハウを持っていてアドバイスをもらえるの
で、難しくはありませんでした。

野並　今年初めて委員長を担当したのですが、前年
の秋には骨子が決まっていたので、新任でも十分に
対応できました。補助金については、委員長になる
前の12月のセミナーで勉強しました。クラブ内に過
去の申請資料が豊富にありますし、諸先輩のアドバ
イスもいただけたので、そんなに困ったことはな
かったです。

堤　　上郡佐用は会員が23名しかいな
いので、すぐに大きな役が回って来ま
す。私は３年続けて社会奉仕をやりま
したが、初めての時は大変でした。

贄田　分からないことばかりでした。「ややこし
い」「難しい」はクラブの中では言わず、後からや
る人が先入観を持たないようにと考えていました。

■地域のニーズをいかにつかむか

本條　地域のニーズをくみ上げることに苦労されて
いるクラブが多いのですが、皆さんはどんなふうに
アンテナを張って、プロジェクトの立案に結びつけ
ているのでしょうか。

野並　うちのクラブで代々受け継がれているのは、
地域の子どもたちに何ができるかを考えなさいとい
うこと。歴代のプロジェクトも多くがすべて子ども
を対象としたものになっています。子どもたちのた
めに何をするかという大方針に基づいて準備してい
ます。

鈴木　メンバーそれぞれが日々問題に
感じていることがあって、そういう話
をクラブで交わす中で「それ、いいん
じゃないの」という形で決まっていき
ます。会長、幹事が決めるという訳ではなく、メン

バーの中から話があって進んでいきます。

本條　メンバーさんが地域に関心を持って活動され
る中で、きっかけができるという感じですね。

鈴木　皆さん色んなポケットを持っているので、こ
んなことやったら、ということが出てきます。

矢野　補助金プロジェクト準備のために会長エレク
トの選任を前倒しする、というクラブもあります。
地区補助金委員会のようなものを作って、数年担当
してもらうのが一番良いように思います。

本條　クラブの全員が普段から問題意識を持ってい
て、それを社会奉仕委員長、会長、エレクトが吸い
上げていくというのが良いのでしょう。地域ニーズ
の調査を、クラブの中で常時誰かがやっているのが
望ましいですね。

野並　ノミニーの段階からニーズを把握して、委員
長をやる前からセミナーに行っています。前もって
準備ができるよう流れを作っておくと、うまく回る
のではないかと思います。

■プロジェクトで高まったクラブの結束

石丸　事前のアンケートに「団結力が高まった」
「奉仕に喜びを感じた」という回答がありました
が、具体的にどんなところで感じたのかお聞かせく
ださい。

鈴木　現場で漆喰の壁塗りをしましょうと声がけを
して、大先輩も若い方も来られ、職人さんにコテを
借りてみんなで２日間塗りました。「鈴木くん、良
かったよ」と言ってもらえたのは嬉しかったです。

野並　私たちは、母子・父子家庭の親
子や関係施設の方を合計60名ぐらいお
招きしました。クルーザーでクルージ
ングをしたのですが、西宮を浜から見
ることはなかなかないですし、いつも忙しいお母さ
んやお父さんと過ごせるということで、子どもたち
は大歓声でした。そんな子どもたちの笑顔に、クラ

堤　　子どもが少なくなる中、継続してもらいたい
というのと、２年に１回の公演も地域の人しか見に
行かない状態だったので、みんなに知ってもらいた
いという思いでした。私も楽しかったです。

田村　参加率も良かったです。

■継続事業が認められない理由

瀬戸　地区補助金プロジェクトは継続
事業（特定の受益者への継続的支援）
を認めていませんが、これについては
どう思われますか。

矢野　他の地区でも継続事業は認めてないです。

瀬戸　良いことはずっとやったらいいと思うのです
が、なんで良い事業に補助金がもらえないのか、根
本的な考え方が分からないので。

矢野　継続事業を認めたら、それがいつまでも続い
て新しい事業が申請できなくなります。また補助金
の受益に偏りや固定化が起こるのも好ましくありま
せん。それもあって継続事業は原則１回だけという
ことになっています。

瀬戸　やって喜ばれている事業なら、補助金をあて
にしないで、自分のクラブで費用を賄うようにすれ
ばいいのでしょうね。

田村　上郡佐用の場合、上郡ジュニアソフトテニス
大会を毎年やっているのですが、補助金がないので
結構な出費になっています。しんどいのはしんどい
です。

贄田　うちのクラブも何年も継続している事業がい
くつかありますが、１回きりだと意味がないからと
補助金を申請しなかった面もあります。自分のとこ
ろで回していけるようになるまでは補助してもらえ
れば、と思うのですが。

瀬戸　逆にずっとやっている事業でも１回は申請が
できます。

贄田　それならその時は大規模にやってしまおうと
いうことになる気がします。

矢野　実際に私のところで「空飛ぶ車椅子」という
事業を毎年やっていて、１回ぐらい申請しようとい
うことになって、その時は大規模にやりましたね。

■相見積りで経理の透明化を

矢野　経理的な管理面や運営マナーの点で参考にな
ることがありましたか。

贄田　10万円以上は相見積りを取るこ
とになっていますが、以前は知ってい
るところに頼んだりしていました。相
見積りを取ることで誰にもはっきりと
分かるので、クラブのためになると思います。コス
トダウンにもつながる訳ですから。

鈴木　うちも相見積りはしっかり取っていますね。

本條　補助金管理の規律については、前向きに捉え
ていただけると正しい理解なんですが、面倒くさい
と捉えられると逆に働いてしまいます。公金を使っ
ているという認識がベースで、そこから色んな決ま
り事を理解してもらえればと思います。

■効果的な広報活動のために

鈴木　どういう広報活動をしたらいいのかを知りた
いです。地元の新聞には載せてもらうように頼みに
行ったりしていますが、皆さんは広報をどうされて
いますか。

贄田　市役所にお願いして、市の広報誌にお知らせ
を載せてもらいました。朝日新聞の阪神支局にも
行ってお願いしていたのですが、直前に台風が来た
もので、当日は取材に来てもらえませんでした。

堤　　私たちは毎回、神戸新聞に載せてもらうよう
頼んでいます。子ども歌舞伎の時は来てもらえな
かったので、写真を持って行って「こんなふうにし
ました」と説明して載せてもらいました。

矢野　私のクラブでは市の記者クラブに持って行き
ます。そこそこ取材に来てくれますね。

本條　３年ほど前から補助金プロジェクトは地区内
のロータリアンにオープンになっています。各クラ
ブには、どのクラブがいつどんなプロジェクトを実
施するか、訪問していいかなどがアナウンスされて
います。そのうえで地区として、ガバナー補佐さん
を中心に行き来することを奨励しています。

田村　他のクラブがどのようにされているか、案内
を例会で回覧して終わりなので、スケジュールの一
覧表みたいな感じでないと、なかなか気には留めて
もらえないかなという気はします。

贄田　イベントのチラシをFacebookで紹介した
ら、結構効果がありました。ホームページだと、能
動的に見にいかないといけませんから、SNSのよう
に受動的に入ってくるのがいいと思います。

石丸　本日は座談会に参加していただ
きありがとうございました。皆さん、
ほんのちょっとの勇気を出して奉仕活
動に入って、素晴らしい幸せを感じて
ほしいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。
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をされる方もあり、お願いして来てもらうというの
が実情です。
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矢野　継続事業を認めたら、それがいつまでも続い
て新しい事業が申請できなくなります。また補助金
の受益に偏りや固定化が起こるのも好ましくありま
せん。それもあって継続事業は原則１回だけという
ことになっています。

瀬戸　やって喜ばれている事業なら、補助金をあて
にしないで、自分のクラブで費用を賄うようにすれ
ばいいのでしょうね。

田村　上郡佐用の場合、上郡ジュニアソフトテニス
大会を毎年やっているのですが、補助金がないので
結構な出費になっています。しんどいのはしんどい
です。

贄田　うちのクラブも何年も継続している事業がい
くつかありますが、１回きりだと意味がないからと
補助金を申請しなかった面もあります。自分のとこ
ろで回していけるようになるまでは補助してもらえ
れば、と思うのですが。

瀬戸　逆にずっとやっている事業でも１回は申請が
できます。

贄田　それならその時は大規模にやってしまおうと
いうことになる気がします。

矢野　実際に私のところで「空飛ぶ車椅子」という
事業を毎年やっていて、１回ぐらい申請しようとい
うことになって、その時は大規模にやりましたね。

■相見積りで経理の透明化を

矢野　経理的な管理面や運営マナーの点で参考にな
ることがありましたか。

贄田　10万円以上は相見積りを取るこ
とになっていますが、以前は知ってい
るところに頼んだりしていました。相
見積りを取ることで誰にもはっきりと
分かるので、クラブのためになると思います。コス
トダウンにもつながる訳ですから。

鈴木　うちも相見積りはしっかり取っていますね。

本條　補助金管理の規律については、前向きに捉え
ていただけると正しい理解なんですが、面倒くさい
と捉えられると逆に働いてしまいます。公金を使っ
ているという認識がベースで、そこから色んな決ま
り事を理解してもらえればと思います。

■効果的な広報活動のために

鈴木　どういう広報活動をしたらいいのかを知りた
いです。地元の新聞には載せてもらうように頼みに
行ったりしていますが、皆さんは広報をどうされて
いますか。

贄田　市役所にお願いして、市の広報誌にお知らせ
を載せてもらいました。朝日新聞の阪神支局にも
行ってお願いしていたのですが、直前に台風が来た
もので、当日は取材に来てもらえませんでした。

堤　　私たちは毎回、神戸新聞に載せてもらうよう
頼んでいます。子ども歌舞伎の時は来てもらえな
かったので、写真を持って行って「こんなふうにし
ました」と説明して載せてもらいました。

矢野　私のクラブでは市の記者クラブに持って行き
ます。そこそこ取材に来てくれますね。

本條　３年ほど前から補助金プロジェクトは地区内
のロータリアンにオープンになっています。各クラ
ブには、どのクラブがいつどんなプロジェクトを実
施するか、訪問していいかなどがアナウンスされて
います。そのうえで地区として、ガバナー補佐さん
を中心に行き来することを奨励しています。

田村　他のクラブがどのようにされているか、案内
を例会で回覧して終わりなので、スケジュールの一
覧表みたいな感じでないと、なかなか気には留めて
もらえないかなという気はします。

贄田　イベントのチラシをFacebookで紹介した
ら、結構効果がありました。ホームページだと、能
動的に見にいかないといけませんから、SNSのよう
に受動的に入ってくるのがいいと思います。

石丸　本日は座談会に参加していただ
きありがとうございました。皆さん、
ほんのちょっとの勇気を出して奉仕活
動に入って、素晴らしい幸せを感じて
ほしいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。

122018-19  No.5
多くの人の顔がロータリアンになってから変わります。
自国でまた海外で奉仕の機会を見ることを学ぶからです。



ロータリー研修デーのお知らせ

来たる12月２日(日)、加古川プラザホテル・加古川商工会議所にて開催のロータリー研修デーをお知らせ
します。多数のご参加をお待ちしております。（詳細はクラブに送った案内状をご覧ください）

※内容は変更する場合があります。なにとぞご容赦ください

セミナー第１部　10：00～12：30

昼　食（希望者のみ）　12：30～13：15

講　話　13：20～14：30

セミナー第２部　14：45～17：15

委員会プレゼンテーション「新設クラブの多様化に関する検証報告」
パネルディスカッション「会員基盤多様化によるクラブ活性化への道」

多様化推進セミナー

「SNSを使った公共イメージと認知度の向上（仮題）」
講　師：（株）be love company　代表取締役社長　西　良旺子氏

公共イメージ研修セミナー

「クラブの長期計画」
講　師：パストガバナー　中村　尚義氏

クラブ管理運営セミナー

「成功事例に学ぶ会員増強と会員維持　…会員の心とクラブ運営」
講　師：増強拡大委員長　宇尾　好博氏

増強拡大セミナー

「歴史からひもとくロータリー
　―ロータリーの奉仕哲学と日本の勤勉の哲学―」

講　師：パストガバナー　安平　和彦氏

職業奉仕セミナー

「WHOと感染症―ポリオの今後と国際保健の課題―」
講　師：WHO健康開発総合研究センター　テクニカルオフィサー　茅野　龍馬氏

ロータリー財団セミナー

「『奉仕の理念』を実践しよう」
講　師：RI研修リーダー　本田　博己氏（前橋RC）

「当地区のグローバル補助金プログラムの取り組みと体験」
講　師：国際奉仕委員会アドバイザー　石井　良昌氏

国際奉仕セミナー

地区補助金プロジェクト実施クラブの事例発表（宝塚RC、甲子園RC等）
社会奉仕セミナー
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“Great oaks from little acorns grow”.

The little acorns planted in Chicago, forty-one years ago, has grown into a mighty oak.



RYLA学友のつどい

学友委員会副委員長　徳梅　明彦（あわじ中央）

今年で11回目となる学友会のつどいが開催され

ました。修了生30名、カウンセラー５名の他、安

平パストガバナー、浅木ガバナーエレクトをはじ

めとする多数の関係ロータリアンも出席され、総

会では粛々と議事が進められました。その後、直

近のセミナー受講生報告が行われ、続いて田中賢

一副委員長（伊丹）による「これからのRYLA学

友会」の講演、ロータリアンとライラリアンによ

るシンポジウム「ライラリアンの努め」があり、

ここまでで総会・講演会は終了し、会場を「香港

茶楼」に移し、懇親会が催されました。今年度、

会長が倉本勉さんから奥田裕さんに引き継がれた

新たな体制のRYLA学友会が今後益々発展進化す

ることを祈念しています。

９月23日（日・祝）◆兵庫県民会館

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
ひょうご五国＋ワールドフェスタ（～４日）
第４回規定審議委員会
第４回多様化推進小委員会
第４回青少年交換小委員会
2018-2019年度青少年交換長期来日生第４回・
2019-2020年度派遣候補生第３回オリエンテーション
VTTバヌアツプロジェクト成果報告・送別会
第３回国際奉仕委員会
米山日本文化セミナー
第47回ロータリー研究会（～21日）
第36回インターアクト次期リーダー講習会（IA顧問会）
米山  面接官オリエンテーション
第３回余島国際青少年リーダー養成セミナー（YIYLS）実行委員会
第８回インターアクト小委員会
第５回地区運営会議

RYLA学友会RI認証状伝達式
ロータリー研修デー
2019学年度  米山奨学生  面接選考会
第２回ガバナー指名委員会
第２回ガバナー諮問委員会
2019-20年度第２回ガバナー補佐会議・研修会
2019-20年度補助金管理セミナー
青少年交換長期来日生・派遣候補生X’mas Party

神戸メリケンパーク
神戸三宮東急REIホテル3F  ローズ
ガバナー事務所会議室
センタープラザ西館6F  9号会議室

センタープラザ西館6F  9号会議室

神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ
ガバナー事務所会議室
西宮方面
神戸ポートピアホテル
篠山市立  篠山中学校
JEC日本研修センター神戸元町2F

地区事務所  加古川商工会議所5F

神戸ポートピアホテル
加古川プラザホテル及び加古川商工会議所会館
三宮研修センター2・4F
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル
神戸ポートピアホテル  本館4F  メンバーズサロン／パール
神戸ポートピアホテル  本館B1F  和楽

10:00～17:00
17:30～19:30
16:00～
10:00～12:00

13:00～16:00

18:00～20:30
14:00～16:00
 8:00～17:00
 9:00～
10:30～15:35
15:00～17:00
13:00～

16:00～17:30

16:00～
10:00～17:15
 9:00～17:00
16:00～17:00
17:00～18:00
11:00～12:30
13:00～16:50

3（土・祝）
5（月）
10（土）
11（日）

12（月）
15（木）
18（日）
20（火）
23（金・祝）
24（土）
25（日）

29（木）

1（土）
2（日）
9（日）
13（木）

16（日）

11 月 ・ 12 月 の 地 区 活 動 予 定

11月

12月

ロータリー研修デーのお知らせ

来たる12月２日(日)、加古川プラザホテル・加古川商工会議所にて開催のロータリー研修デーをお知らせ
します。多数のご参加をお待ちしております。（詳細はクラブに送った案内状をご覧ください）

※内容は変更する場合があります。なにとぞご容赦ください

セミナー第１部　10：00～12：30

昼　食（希望者のみ）　12：30～13：15

講　話　13：20～14：30

セミナー第２部　14：45～17：15

委員会プレゼンテーション「新設クラブの多様化に関する検証報告」
パネルディスカッション「会員基盤多様化によるクラブ活性化への道」

多様化推進セミナー

「SNSを使った公共イメージと認知度の向上（仮題）」
講　師：（株）be love company　代表取締役社長　西　良旺子氏

公共イメージ研修セミナー

「クラブの長期計画」
講　師：パストガバナー　中村　尚義氏

クラブ管理運営セミナー

「成功事例に学ぶ会員増強と会員維持　…会員の心とクラブ運営」
講　師：増強拡大委員長　宇尾　好博氏

増強拡大セミナー

「歴史からひもとくロータリー
　―ロータリーの奉仕哲学と日本の勤勉の哲学―」

講　師：パストガバナー　安平　和彦氏

職業奉仕セミナー

「WHOと感染症―ポリオの今後と国際保健の課題―」
講　師：WHO健康開発総合研究センター　テクニカルオフィサー　茅野　龍馬氏

ロータリー財団セミナー

「『奉仕の理念』を実践しよう」
講　師：RI研修リーダー　本田　博己氏（前橋RC）

「当地区のグローバル補助金プログラムの取り組みと体験」
講　師：国際奉仕委員会アドバイザー　石井　良昌氏

国際奉仕セミナー

地区補助金プロジェクト実施クラブの事例発表（宝塚RC、甲子園RC等）
社会奉仕セミナー
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樫の大樹も小さなドングリから育ちます。
41年前にシカゴに植えられた小さなドングリは大きなたくましい樫の木になりました。（1946年国際大会でのメッセージ）



新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

尼　崎　南 甲　子　園

西宮恵美寿

土木建築
9/13入会

西原　忠彦

医薬品配布
8/23入会

森　　英貴

建築設計
9/12入会

角野　哲夫
整形外科
9/14入会

宮光　世裕
葬祭業
7/1入会

伊藤　泰明

建築設計
8/2入会

谷ノ口義弘

篠　　　山

化粧品販売
10/17入会

速水　啓子

尼　崎　西

弁護士
10/16入会

山下　慶康

土地家屋調査士
9/19入会

長澤　典永

神　　　戸

貿易商社
9/6入会

浅木　幸三
不動産経営
9/27入会

松井　　晶
中央銀行
9/27入会

武元　和彦

税理士
9/3入会

真末　　剛

神 戸 東 灘

歯科医
8/6入会

井上　勝正

神　戸　中

弁護士
9/4入会

山﨑　弘子

高　　　砂

電気業
7/20入会

冨沢　康雄

姫　路　南

赤　　　穂

製造業
7/27入会

有馬喜代貴
レストラン
9/10入会

網干　盛志

耐火材製造
6/7入会

児島　憲生

15 2018-19  No.5
This is an experimental age in a changing world,

and all things which are worthwhile and progressive are the cumulative effects of preceding successes and failures.



新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

尼　崎　南 甲　子　園

西宮恵美寿

土木建築
9/13入会

西原　忠彦

医薬品配布
8/23入会

森　　英貴

建築設計
9/12入会

角野　哲夫
整形外科
9/14入会

宮光　世裕
葬祭業
7/1入会

伊藤　泰明

建築設計
8/2入会

谷ノ口義弘

篠　　　山

化粧品販売
10/17入会

速水　啓子

尼　崎　西

弁護士
10/16入会

山下　慶康

土地家屋調査士
9/19入会

長澤　典永

神　　　戸

貿易商社
9/6入会

浅木　幸三
不動産経営
9/27入会

松井　　晶
中央銀行
9/27入会

武元　和彦

税理士
9/3入会

真末　　剛

神 戸 東 灘

歯科医
8/6入会

井上　勝正

神　戸　中

弁護士
9/4入会

山﨑　弘子

高　　　砂

電気業
7/20入会

冨沢　康雄

姫　路　南

赤　　　穂

製造業
7/27入会

有馬喜代貴
レストラン
9/10入会

網干　盛志

耐火材製造
6/7入会

児島　憲生

ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（赤穂）
川島　武志

（加古川）
今村　諒道

米山功労者メジャードナー（14回） 米山功労者（3回）

米山功労者（2回）

（神戸六甲）
山本　秀憲

（尼崎東）
西川　一正

米山功労者メジャードナー（10回）

（神戸六甲）
久保田梅継

（神戸六甲）
坂部　典生

米山功労者（8回）

（神戸六甲）
東　　國隆

（北条）
安達　　功

（赤穂）
川島　武志

（赤穂）
奥藤　利文

（北条）
井上　幸三

米山功労者（1回）

（北条）
神田　　孝

（北条）
是常　克博

（北条）
小谷　正博

（北条）
小川　雅規

（姫路西）
仲上　善夫

米山功労者（1回）

マルチプル・ポール・ハリス・フェローベネファクター

（篠山）
小南　稔彦

（尼崎東）
西川　一正

（北条）
安達　　功

（加古川）
米田　雅人

（加古川）
田辺　　誠

（加古川）
中田　美晴

（伊丹有明）
池永　明義

（篠山）
藤井　恵一

（神戸六甲）
山本　秀憲

（加古川）
藤本　光一

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（北条）
堀井　幸恭

（北条）
高橋　清文
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現代は、移り変わる世界の実験的時代です。
価値があり進歩するものはすべて試行錯誤の積み重ねなのです。



2018-19年度 登録率目標：50％
2018年10月16日現在
73クラブ平均登録率：47.43%
　　　　　　　　　　　　（2018年4月度から＋21.53%）

50%達成クラブ：35／73クラブ（残り　2.57%）

My ROTARY登録状況
世界とつながろう！

クラブ名 会員数 登録人数 登録率

尼　
　
　

崎 　
　

６

尼　　　 崎 32 12 37.50%
尼　 崎　 北 39 23 58.97%
尼　 崎　 東 45 24 53.33%
尼　 崎　 西 37 11 29.73%
尼　 崎　 南 37 32 86.49%
尼　 崎　 中 24 12 50.00%
小 計 214 114 53.27%

阪
神
第
一　
　

６

伊　　　 丹 43 14 32.56%
川　　　 西 31 8 25.81%
伊 丹 有 明 18 5 27.78%
川西猪名川 20 7 35.00%
伊丹昆陽池 8 2 25.00%
西宮イブニング 22 19 86.36%
小 計 142 55 38.73%

阪
神
第
二　
　

６

西　　　 宮 55 19 34.55%
芦　　　 屋 41 10 24.39%
甲　 子　 園 41 28 68.29%
西 宮 夙 川 35 29 82.86%
芦　 屋　 川 29 15 51.72%
西宮恵美寿 25 12 48.00%
小 計 226 113 50.00%

阪
神
第
三　
　

８

宝　　　 塚 20 11 55.00%
三　　　 田 20 5 25.00%
篠　　　 山 45 36 80.00%
柏　　　 原 49 32 65.31%
宝塚武庫川 37 17 45.95%
三　 田　 南 8 4 50.00%
宝　 塚　 中 31 9 29.03%
HYOGO REC 24 20 83.33%
小 計 234 134 57.26%

神
戸
第
一　
　

６

神　　　 戸 162 109 67.28%
神　 戸　 東 112 26 23.21%
神 戸 東 灘 29 8 27.59%
神　 戸　 南 85 22 25.88%
神 戸 六 甲 15 7 46.67%
神 戸 ベ イ 20 7 35.00%
小 計 423 179 42.32%

神
戸
第
二　
　

７

神　 戸　 西 50 22 44.00%
神 戸 須 磨 31 14 45.16%
神　 戸　 北 18 5 27.78%
神 戸 垂 水 27 10 37.04%
神 戸 西 神 38 38 100.00%
神　 戸　 中 39 23 58.97%
神戸モーニング 33 28 84.85%
小 計 236 140 59.32%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率

東
播
第
一　

４

明　　　 石 46 24 52.17%
明　 石　 西 35 33 94.29%
明　 石　 北 41 17 41.46%
明　 石　 南 20 7 35.00%
小 計 142 81 57.04%

東
播
第
二　

５

高　　　 砂 43 14 32.56%
加　 古　 川 78 21 26.92%
加古川中央 58 34 58.62%
高 砂 青 松 43 12 27.91%
加古川平成 16 8 50.00%
小 計 238 89 37.39%

東
播
第
三　

５

三　　　 木 52 19 36.54%
小 野 加 東 47 15 31.91%
北　　　 条 38 7 18.42%
西　　　 脇 46 17 36.96%
三木みどり 32 21 65.63%
小 計 215 79 36.74%

淡　
　

路　

５

洲　　　 本 33 23 69.70%
南　 淡　 路 29 8 27.59%
淡 路 三 原 18 10 55.56%
津　　　 名 32 21 65.63%
あわじ中央 24 20 83.33%
小 計 136 82 60.29%

西
播
第
一　

６

姫　　　 路 88 23 26.14%
姫　 路　 南 77 44 57.14%
姫　 路　 西 71 9 12.68%
姫　 路　 東 68 38 55.88%
神　　　 崎 27 9 33.33%
姫 路 中 央 4 3 75.00%
小 計 335 126 37.61%

西
播
第
二　

４

赤　　　 穂 34 20 58.82%
相　　　 生 36 12 33.33%
龍　　　 野 47 20 42.55%
上 郡 佐 用 23 13 56.52%
小 計 140 65 46.43%

但　
　

馬　

５

豊　　　 岡 38 12 31.58%
生　　　 野 22 15 68.18%
香　　　 住 12 12 100.00%
豊岡円山川 27 15 55.56%
和　 田　 山 24 19 79.17%
小 　 計 123 73 59.35%

合
計 73RC 2,804 1,330 47.43%

※2018年4月度　25.90%
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Inspiration is a flame

which soon dies out unless fed with the fagots of service.
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クラブ名

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

2
4
4
3
4
3

4
4
4
2
3
3

3
4
4
4
2
4

2
3
4
4
4
4
4
2

4
2
2
2
2
3

3
4
2
4
4
3
4

総数

平均出席率
％

84.44
91.03
96.47
89.21
80.30
72.05
85.58
84.88
92.21
98.48
94.40
91.66
84.21
90.97
98.75
77.13
87.01
89.90
84.62
79.00
86.07
92.50
84.31
100.00
85.48
90.77
100.00
92.06
64.58
88.71
89.73
80.36
87.49
75.64
75.72
85.90
82.47
88.34
98.39
72.21
97.92
97.90
86.12
100.00
91.55

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
６

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

31
39
44
35
33
23
205
42
31
19
21
8
20
141
54
41
38
34
29
24
220
21
20
45
49
37
8
31
24
235
161
113
27
82
15
19
417
50
31
18
25
39
38
28
229

1
0
0
2
4
1
8
0
6
0
3
0
8
17
0
0
2
3
4
5
14
2
0
0
0
1
0
8
5
16
2
0
4
0
0
2
8
5
0
1
4
1
3
2
16

1
0
1
2
4
1
9
1
0
-1
-1
0
1
0
1
0
3
1
0
1
6
-1
0
0
0
0
0
0
0
-1
1
-1
2
2
0
1
5
0
0
0
2
-1
1
2
4

◆2018年９月末女性会員数………………　124人
◆2018年９月平均出席率…………………90.65％
◆増　減………………………………………  35人増

◆クラブ数……………………………………　73RC
◆2018年７月１日　クラブ会員数………2,763人
◆2018年９月末　　クラブ会員数………2,798人

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
2
0
1
0
3

4
4
2
3

4
3
3
4
3

4
3
4
2
2

3
4
4
4
4

3
2
4
2
4
4

4
4
4
4

4
4
4
3
4

96.57
99.19
86.53
96.16
94.61
100.00
83.74
87.07
78.55
89.93
87.86
99.03
97.70
100.00
97.78
98.42
98.59
89.90
89.65
97.06
84.54
94.60
91.15
85.63
100.00
82.65
100.00
85.19
100.00
92.25
89.53
100.00
95.82
98.91
96.07
100.00
79.88
97.72
92.50
92.70
92.56

46
35
42
21
144
41
78
59
43
16
237
51
45
37
46
32
211
33
29
18
31
24
135
82
75
71
67
26
4

325
34
34
49
24
141
38
22
12
27
24
123

0
2
0
0
2
3
0
0
2
1
6
0
1
2
0
1
4
1
3
1
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
5
8
15
0
0
0
0
2
2

0
0
-1
-1
-2
1
0
-1
0
0
0
1
2
1
0
0
4
0
0
0
1
0
1
6
2
0
1
1
0
10
0
2
-2
-1
-1
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

73RC 90.65 2‚763 118 35 6合
計

当月末会員数 増　減7/1の会員数 クラブ名

会 員 数

例会数

総数

平均出席率
％ うち

女性 総数 うち
女性 総数 うち

女性

当月末会員数 増　減7/1の会員数

32
39
45
37
37
24
214
43
31
18
20
8
21
141
55
41
41
35
29
25
226
20
20
45
49
37
8
31
24
234
162
112
29
84
15
20
422
50
31
18
27
38
39
30
233

1
0
0
2
4
2
9
0
6
0
3
0
9
18
0
0
2
3
4
5
14
2
0
0
0
1
0
8
5
16
3
0
4
0
0
2
9
5
0
1
6
1
4
2
19

46
35
41
20
142
42
78
58
43
16
237
52
47
38
46
32
215
33
29
18
32
24
136
88
77
71
68
27
4

335
34
36
47
23
140
38
22
12
27
24
123

0
2
0
0
2
3
0
0
2
1
6
0
1
2
0
1
4
1
3
1
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
5
8
15
0
0
0
0
2
2

2‚798 124
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励ましとは炎のようなものです。
奉仕の薪をくべなければ、まもなく消えてしまいます。
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